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［序］ リザバーコンピューティング(RC)はリザバー層で行われる演算を物理現象に置換する情報処

理システムである[1]。RCデバイスを開発するためには、デバイス内に非線形応答が必要である。我々

はこれまで導電性高分子である自己ドープ型ポリアニリン(SPAN, Fig1)を用いて、非線形電気特性が発

現することを見出した[2]。しかし、先行研究ではマイクロギ

ャップ電極を用いており、非線形応答が弱く、また非線形特

性の発現確率が低いという課題があった。本研究では、ナノ

ギャップ(30nm)電極を用いて SPAN ネットワークに強い電界

を与えることで、電子ホッピングの実効的な活性化エネルギ

ーを変化させて非線形 I-V 特性を得た。本発表では、ナノギ

ャップ電極を用いた SPAN ネットワークの RC デバイスと

しての適用可能性を報告する。 

［実験］ EB リソグラフィー法を用いナノギャップ多電極

の作製を行い、SPAN (濃度 5.0×10-4 wt %)溶液を滴下・乾燥する

ことで SPAN ネットワークを形成した。10-3Pa の真空下で、1

入力端子-多出力端子の構成で行った。電気特性は±10V の電圧

範囲で検討した。RCデバイスとしての性能評価のために 11Hz

の正弦波を共通電極から入力し、それぞれ異なる電極から得ら

れた 15の出力を目標波形に近づけ、波形生成学習を行った。 

［結果と考察］ Fig.1 にナノギャップおよびマイクロギャップ

電極を用いた時の SPAN の I-V カーブを示す。ナノギャップ電

極では、①はっきりとした非線形特性と②伝導パスにおける試料の不均一性に由来する多様な電気特

性が得られた。このような特性を活用して、RC による様々な波形学習を試みたところ、Fig.2 に示し

たように、様々な目標波形に対して高い精度が得られた。以上の結果から、分子ナノネットワークと

ナノ電極のシステムを用いることで、室温かつ真空下で動作する RCによる演算処理機能が発現するこ

とが示された。現在 RC のベンチマークタスクである Short-term memory taskと実践的なデモンストレ

ーションとして音声認識を試みている。 
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Figure 2. The accuracies of waveform 

generation task. 

Figure 1. I-V curve of SPAN with nano- 

and micro-electorodes. 
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